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は
じ
め
に

　

第
十
回
無
形
文
化
遺
産
部
公
開
学
術
講
座
で
は
、
歌
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
フ
シ
の
関

係
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
実
演
を
行
っ
た

（
一
）。

従
来
、
謡
の
フ
シ
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
強
く

反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が
歌
詞
の
横
に
付
さ
れ
た
ゴ
マ
の
向
き
か
ら
確
認
で
き
る
、
と

言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
ゴ
マ
の
向
き
に
従
っ
て
細
か
く
音
高
を
上
げ
下
げ
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
桃
山
時
代
に
は
、
ゴ
マ
の
向
き
に
応
じ
て
音
高
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
二
）。

室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
坂
本
清
恵
氏

に
ご
教
示
い
た
だ
き
、
実
演
に
際
し
て
は
シ
テ
方
観
世
流
能
楽
師
の
味
方
玄
師
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
桃
山
時
代
の
謡
を
復
元
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
フ
シ
の
関
わ
り

が
ど
の
程
度
密
接
な
の
か
、
考
察
し
な
が
ら
試
演
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
手
順
と
成
果

を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

一　
《
松
風
》
に
つ
い
て

　

復
元
す
る
曲
と
し
て
《
松
風
》
を
選
ん
だ
理
由
は
、
古
い
謡
本
の
存
在
で
あ
る
。
永

正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
の
奥
書
が
あ
る
謡
本
「
松
風
村
雨
」
が
観
世
文
庫
に
残
っ
て

い
る
。《
松
風
》
の
謡
本
と
し
て
最
古
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
節
付
ケ
の
あ
る
観
世
流
謡

本
と
し
て
も
最
古
の
部
類
に
入
る
も
の
で
、
曲
末
に
六
世
大
夫
元
広
の
花
押
入
り
署
名

が
あ
る
。
創
作
年
代
に
近
い
謡
本
を
底
本
に
す
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
が
見
え
る
可

能
性
が
高
か
ろ
う
、
と
推
測
し
た
。『
観
世
文
庫
蔵　

室
町
時
代
謡
本
集
』
の
解
題
で
、

表
章
氏
は
「
墨
筆
に
よ
る
後
人
の
本
文
修
正
が
か
な
り
多
い
。
…　

中
略　

…　

元
広

の
花
押
入
り
署
名
の
唯
一
の
例
。
本
文
は
別
人
筆
で
あ
ろ
う
。」
と
記
し
、
翻
刻
の
最
後

に
「
文
句
改
訂
の
傍
記
に
＊
印
を
添
え
た
の
は
朱
筆
分
で
、
節
付
ケ
と
同
時
の
も
の
ら

し
い
。
墨
筆
の
改
訂
は
か
な
り
後
代
の
も
の
」
と
も
付
記
し
て
い
る

（
三
）。

フ
シ
部
分
に

は
朱
で
ゴ
マ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
節
付
ケ
を
施
し
た
の
が
永
正
十
四
年
か
ら
ど
の
程
度

後
に
な
る
の
か
断
定
で
き
な
い
が
、「
へ
」
字
型
の
マ
ワ
シ
や
下
ゲ
ゴ
マ
と
平
ゴ
マ
を

合
体
さ
せ
た
Ｌ
型
の
ゴ
マ
な
ど
九
世
観
世
大
夫
身
愛
改
革
以
前
の
ゴ
マ
を
用
い
て
お
り
、

室
町
末
期
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
観
世
大
夫
元
広
と
奥
書
の
あ
る
謡
本
は
観
世
文
庫
に

も
う
一
冊
「
う
こ
ん
・
難
波
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
花
押
は
な
く
、
本
文
は
「
松
風

村
雨
」
と
ま
っ
た
く
の
別
筆
で
あ
る
。

　

下
掛
リ
で
は
、
金
春
禅
竹
の
『
五
音
三
曲
集
』
幽
玄
第
二　

行
雲
・
廻
雪
曲
味
の
例

と
し
て
シ
テ
登
場
後
の
［
サ
シ
・
下
ゲ
歌
・
上
ゲ
歌
］、
第
三
恋
慕
麗
体
曲
味
の
例
と
し

て
後
半
の
［
上
ゲ
歌
・
ク
セ
］
が
ゴ
マ
を
付
し
て
載
っ
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館

が
禅
竹
自
筆
と
さ
れ
る
伝
本
を
所
蔵
し
て
お
り
（
金
春
欣
三
師
旧
蔵
）、
長
禄
四
年
（
一

四
六
〇
）
の
奥
書
が
あ
る
が
、
自
筆
だ
と
す
れ
ば
世
阿
弥
自
筆
譜
に
次
ぐ
古
い
譜
で
、

金
春
流
と
し
て
は
最
古
の
譜
本
に
な
る
。

　

復
元
し
た
の
は
『
五
音
三
曲
集
』
所
収
部
分
で
あ
る
。
音
楽
的
な
性
格
が
異
な
る
と

室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
謡
の
フ
シ　
―
《
松
風
》
の
復
元
を
め
ぐ
っ
て
―高　

　

桑　
　

い　
づ　
み
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ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
の
度
合
い
が
変
わ
る
の
か
、
と
い
う
関
心
に
基
づ
き
、
詞
に
近
い

感
覚
で
サ
ラ
サ
ラ
と
謡
う
［
サ
シ
］、七
五
調
破
律
句
を
主
体
に
物
語
を
つ
む
ぐ
［
ク
セ
］、

七
五
調
の
歌
詞
を
中
心
と
す
る
［
上
ゲ
歌
］［
下
ゲ
歌
］（
歌
謡
）
を
選
ん
だ
。

二　
《
塵
芥
抄
》
の
五
声
と
ア
ク
セ
ン
ト

　

節
付
ケ
の
参
考
と
し
た
の
は
、天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
奥
書
を
持
つ
『
塵
芥
抄
』

に
収
め
ら
れ
た
《
呉
服
》
の
［
上
ゲ
歌
］
で
あ
る
。
こ
の
［
上
ゲ
歌
］
に
は
詞
章
一
字

ご
と
に
五
声
（
雅
楽
で
用
い
る
音
階
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
た
ど
る
こ
と
で
天

正
当
時
の
フ
シ
が
浮
か
び
上
が
る
。《
呉
服
》
に
付
さ
れ
た
五
声
、
歌
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
戦
国
か
ら
桃
山
時
代
の
謡
本
と
対
応
さ
せ
た
の
が
資
料
１
で
あ
る
。
資
料
１
で
は
上

掛
リ
の
例
と
し
て
室
町
末
期
筆
長
頼
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）、
下
掛
リ
の
例
と
し

て
金
春
喜
勝
節
付
綴
帖
装
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）
を
選
ん
だ
。

　

ゴ
マ
の
向
き
と
五
声
の
対
応
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し
て
い
る
の
で
そ
の
概
略
だ
け

示
す
が
、「
敷
島
」「
言
の
葉
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
筋
で
は
ゴ
マ
の
向
き
と
フ
シ
の

上
ゲ
下
ゲ
は
一
致
し
て
い
た

（
四
）。

一
致
の
度
合
い
は
上
掛
リ
と
下
掛
リ
で
異
な
り
、
上

掛
リ
は
「
や羽

羽

宮
ま
と
・
織羽

宮る
・
こ宮

宮

宮
こ
ろ
・
む宮

羽

ら徴

さ徴

き角

」
で
五
声
に
添
う
よ
う
ゴ
マ
の
向
き

を
変
え
て
い
る
が
、
下
掛
リ
は
む
し
ろ
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
で
「
や｜

ま＼

と
・
織｜

｜る
」
と

ゴ
マ
を
付
し
て
い
る
。『
塵
芥
抄
』
の
内
容
は
観
世
宗
節
の
校
閲
を
経
た
、
と
奥
書
に
記

す
伝
本
も
あ
る
の
で
、《
呉
服
》
の
フ
シ
に
上
掛
リ
の
謡
本
が
合
致
す
る
の
は
当
然
と

言
え
よ
う
。
上
掛
リ
・
下
掛
リ
と
も
現
在
な
ら
ば
上
音
で
謡
い
通
す
と
こ
ろ
で
細
か
く

音
を
上
下
さ
せ
て
い
る
が
、
下
掛
リ
の
方
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
重
視
し
て
「
あ｜

｜ら
は＼

し
・

こ｜

こ
ろ＼

」
と
ゴ
マ
を
付
し
て
い
る
。
し
か
し
「
い＼

ま｜

・
は｜

な＼

・
き＼

ぬ｜

・
い｜

ろ＼

・
そ｜

｜で
・

た｜

｜へ
」
な
ど
二
字
の
語
に
な
る
と
上
掛
リ
・
下
掛
リ
と
も
ア
ク
セ
ン
ト
と
ゴ
マ
の
向
き
、

フ
シ
が
合
致
し
て
い
た
。
興
味
深
い
の
が
、
下
掛
リ
が
「
み｜

ち／

か＼

け｜

」
と
ゴ
マ
を
付
し

た
点
で
あ
る
。
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
「
道
」
で
は
な
く
「
満
ち
」
に
な
る
。「
道
か
け
」

に
「
満
ち
欠
け
」
を
重
ね
て
ゴ
マ
を
付
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
ア
ク
セ

ン
ト
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
従
来
文
字
面
の
み
に
頼
っ
て
い
た
語
釈
に
広
が
り
が

生
ま
れ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
ま
た
、
上
掛
リ
・
下
掛
リ
で
ゴ
マ
の
向
き
に
対
し
て
異

な
る
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
も
譜
本
か
ら
具
体
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
一
つ

の
成
果
と
言
え
よ
う
。

　
三　
《
松
風
》
の
ゴ
マ
と
ア
ク
セ
ン
ト

　

復
元
に
つ
い
て
は
永
正
十
四
年
観
世
太
夫
元
広
奥
書
「
松
風
村
雨
」（
観
世
文
庫
蔵　

以
下
、
元
広
奥
書
本
と
略
称
）
を
底
本
と
し
、
次
に
示
す
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に

か
け
て
の
謡
本
七
本
で
ゴ
マ
の
校
合
を
お
こ
な
っ
た
。

　
　

伝
松
平
伊
豆
守
旧
蔵
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）

　
　

永
禄
・
元
亀
・
天
正　

元
盛
・
宗
節
節
付
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）

　
　

下
村
徳
左
衛
門
父
子
節
付
本
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）

　
　

堀
池
宗
活
章
句
本
（
神
戸
松
蔭
女
子
大
学
所
蔵
）

　
　

小
宮
山
藤
右
衛
門
元
政
本
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）

　
　

伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）

　
　

堀
池
識
語
本
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）

　

『
塵
芥
抄
』
の
フ
シ
が
上
掛
リ
系
で
あ
る
こ
と
、
観
世
流
の
能
楽
師
に
試
演
を
依
頼

し
た
こ
と
も
あ
り
、
参
照
は
上
掛
リ
の
謡
本
の
み
に
依
る
こ
と
と
し
た
。

　

校
合
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
資
料
２
で
あ
る
。
ゴ
マ
の
向
き
は
統
計
を
と
っ
て
多
数

派
を
採
用
し
た
が
、
少
数
派
で
も
底
本
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
場
合
は
、
底
本
に

従
っ
た
。
た
と
え
ば
［
サ
シ
］
末
の
「
寄
辺
な
き
」
の
傍
線
部
分
は
「
｜
｜
＼
」
が
五
点
、

「
｜
｜
｜
」
が
元
広
奥
書
本
を
含
む
三
点
で
あ
っ
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
｜
｜
｜
」
で
あ

る
か
ら
、
底
本
の
ゴ
マ
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
底
本
に
従
っ
て

［
ク
セ
］
冒
頭
「
お
も
ひ
出
づ
れ
ば
」
の
傍
線
部
分
を
「
｜
＼
」（「
｜
｜
」
と
す
る
も
の



− 3 −

88

が
六
点
）、「
か
り
ぎ
ぬ
」
の
傍
線
部
分
を
「
｜
｜
」（「
｜
＼
」
と
す
る
も
の
が
五
点
）、

「
せ
ん
か
た
な
み
だ
に
」
の
傍
線
部
分
を
「
｜
｜
｜
」（「
｜
＼
｜
」
と
す
る
も
の
が
五
点
）

と
し
た
。

　

実
際
に
は
ゴ
マ
の
向
き
だ
け
で
フ
シ
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
付

さ
れ
た
ハ
ル
や
下
と
い
っ
た
音
高
に
関
す
る
指
示
（
こ
れ
を
直
シ
と
言
っ
て
い
る
）
が

重
要
で
、
ゴ
マ
が
右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
音
が
下
が
る

わ
け
で
は
な
い

（
五
）。

直
シ
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
資
料
２
で
は
フ
シ
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
合

致
す
る
語
を
□
で
囲
ん
で
い
る
。

　

興
味
深
い
の
が
［
サ
シ
］
中
の
「
浦
曲
の
波
の
よ
る
よ
る
は
」
の
傍
線
部
で
あ
る
。「
｜

｜
＼
｜
」
と
付
け
た
の
が
元
広
奥
書
謡
本
を
は
じ
め
と
す
る
三
本
、「
＼
｜
＼
｜
」
と
す

る
の
が
三
本
、「
｜
｜
｜
｜
」
が
二
本
で
あ
っ
た
。「
夜
」
で
あ
れ
ば
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
＼

｜
」、「
寄
る
」
で
あ
れ
ば
「
｜
｜
」
な
の
で
、
ど
ち
ら
の
意
味
を
反
映
さ
せ
る
か
で
ゴ

マ
の
向
き
が
異
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
底
本
に
従
っ
て
「
｜
｜
＼
｜
」
と
す
れ
ば

「
波
の
寄
る
夜
は
」
と
な
り
、
一
つ
の
語
に
異
な
る
意
味
を
重
ね
て
情
景
を
展
開
さ
せ
る

能
の
手
法
を
フ
シ
が
補
強
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
岩
波
書
店
刊
日
本
古
典
文
学
大
系

の
『
謡
曲
集
』
で
は
「
夜
々
」
の
左
に
「
寄
」
と
付
し
、頭
注
に
は
「『
寄
る
』
と
掛
詞
」

と
し
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
従
っ
て
謡
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
掛
詞
を
意
識
す
る

ま
で
も
な
く
複
数
の
語
彙
が
聞
き
取
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
語
が
続
く
場
合
は
オ
ド
リ

字 

く 

で
文
字
を
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
底
本
で
は
オ
ド
リ
字
部
分
に
も
ゴ
マ

を
付
し
て
「
寄
る
」
と
「
夜
」
を
区
別
し
て
い
た
（
資
料
３
）。
し
か
し
、
オ
ド
リ
字
に

す
る
と
意
味
の
違
い
が
曖
昧
に
な
る
た
め
、
後
代
に
な
る
と
同
じ
ゴ
マ
を
付
し
た
り
ゴ

マ
を
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
世
流
大
成
版
に
至
っ
て
は
「
夜
々
」
と
漢
字
ま
で

固
定
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、「
寄
る
」
を
感
じ
と
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、元
広
本
が
常
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。［
下
ゲ
歌
］

冒
頭
「
か
く
ば
か
り
」、［
ク
セ
］
中
「
詠
み
し
も
」
の
傍
線
部
分
は
元
広
本
の
み
が
「
＼

｜
」
と
し
て
い
る
。
両
者
と
も
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
逆
に
な
る
が
、
句
頭
は
抑
え
て
謡
い

出
す
の
が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
た
め
下
ゲ
ゴ
マ
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
広
本
に
は
そ
の
傾
向
が
多
数
見
ら
れ
た
。
元
広
本
の
み
ゴ
マ
の
向
き
が
異
な
る
場
合

で
も
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
係
の
な
い
場
合
は
不
採
用
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
あ
わ
れ
い
に
し
え
を
」
の
傍
線
部
分
に
「
｜
｜
｜
＼
」
と
ゴ
マ
を
付
け
た

譜
本
が
一
点
（
永
禄
・
元
亀
・
天
正　

元
盛
・
宗
節
章
句
本
）、「
御
立
烏
帽
子
」
に
「
｜

＼
＼
」
と
付
け
た
譜
が
三
点
、
と
い
う
具
合
に
、
た
ま
た
ま
そ
の
語
だ
け
ア
ク
セ
ン
ト

に
従
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
ア
ク
セ
ン
ト
通
り
に
ゴ
マ
を
付
け
る
傾
向
が
強

い
譜
本
、
さ
ほ
ど
従
わ
な
い
譜
本
、
と
傾
向
は
分
か
れ
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
す
べ
て
に

忠
実
な
譜
本
は
な
か
っ
た
。
お
お
ま
か
な
旋
律
線
は
決
ま
っ
て
い
て
も
、
細
部
は
個
人

差
が
あ
り
、
謡
い
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
復
元
は
一
つ
の
可
能
性

に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、「
あ
は
れ
に
消
え
し
」「
三
年
は
こ
こ
に
」
な
ど
の
傍
線
部
分
、
助
詞
を
平
ゴ

マ
に
す
る
か
下
ゲ
ゴ
マ
に
す
る
か
で
分
か
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
世
阿
弥
は
『
音
曲

口
伝
』
で
「
節
訛
り
は
苦
し
か
ら
ず
。
文
字
訛
り
は
悪
し
。
…　

中
略　

…　

節
訛
り

と
申
は
、
て
に
は
の
仮
名
の
声
な
り
。
て
に
は
の
字
の
声
は
、
言
ひ
流
す
吟
の
な
び
き

に
よ
り
て
、
声
が
違
へ
ど
も
節
だ
に
よ
け
れ
ば
苦
し
か
ら
ず
。」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

自
立
語
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
従
わ
な
い
と
意
味
が
取
り
に
く
く
な
る
が
、
助
詞
は
そ
こ
ま

で
で
は
な
く
、
む
し
ろ
フ
シ
の
流
れ
に
そ
っ
て
謡
う
べ
き
だ
、
と
い
う
世
阿
弥
の
主
張

が
譜
本
上
、
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

四　
《
松
風
》
の
フ
シ
の
復
元　

―
二
段
下
ゲ　

上
音
か
ら
中
音
へ
―

　

フ
シ
の
復
元
は
、『
塵
芥
抄
』
の
《
呉
服
》
の
旋
律
進
行
に
従
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
上
音
・
中
音
・
下
音
の
音
程
は
現
行
ヨ
ワ
吟
と
同
じ
だ
が
、
上
音
か
ら

中
音
へ
下
行
す
る
と
き
は
上
ウ
キ
音
で
は
な
く
中
ウ
キ
音
を
、
中
音
か
ら
下
音
へ
下
行

す
る
と
き
は
下
ノ
中
音
を
経
る
こ
と
、
ク
リ
音
は
現
行
よ
り
も
高
く
上
音
の
完
全
四
度
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上
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
現
行
の
謡
と
大
き
く
異
な
る
。
復
元
に
際
し
て
問
題
と
な
る

の
が
、
上
音
か
ら
中
音
へ
下
行
す
る
際
ど
の
文
字
で
中
ウ
キ
音
を
謡
う
か
、
中
音
か
ら

下
音
へ
下
行
す
る
際
ど
の
文
字
で
下
ノ
中
音
を
謡
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

上
音
か
ら
中
音
へ
下
行
す
る
際
、
現
在
の
観
世
流
大
成
版
で
は
上
ウ
キ
音
を
謡
う
と

こ
ろ
に
「
ウ
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
箇
所
で
上
ウ
キ
音
の
代
わ
り
に
中
ウ

キ
音
を
謡
え
ば
桃
山
時
代
の
謡
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。『
塵
芥
抄
』
成
立
時
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
活
躍
し
て
い
た
下
間
少
進
が
所
有
し
て
い
た
鳥
飼
道
晰
節
付
本
（
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
蔵　

以
下
手
沢
本
と
略
称
）
を
見
る
と
、上
音
か
ら
下
行
す
る
と
こ
ろ
で
「
中

下
」
と
直
シ
を
入
れ
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
今
、
そ
の
箇
所
を
任
意
に
列
挙
す
る
と

「
朝
顔
の
つ
ゆ
の
い
な
づ中

下ま
の
（
源
氏
供
養
）」「
枕
や
恋
を
知
ら
す中

下ら
ん
（
清
経
）」「
こ

こ
ぞ
名
に
あ中

下る
（
杜
若
）」「
う
ら
み中

下な
れ
（
野
宮
）」「
涙
の
露
の
玉
の中

下名
と
（
玉
鬘
）」

と
な
る
（
資
料
４
～
６
）。「
中
」
の
直
シ
で
中
ウ
キ
音
に
、「
下
」
の
直
シ
で
中
音
に
下

行
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
面
白
い
こ
と
に
手
沢
本
で
「
中
」
と
直
シ
の
入
っ
た
と
こ
ろ
は
、

現
行
の
謡
本
で
は
流
儀
を
問
わ
ず
す
べ
て
「
下
」
と
記
さ
れ
て
、
中
音
に
下
行
す
る
。

手
沢
本
で
は
現
行
謡
本
よ
り
一
字
あ
と
で
中
音
に
下
行
す
る
の
だ
が
、
改
め
て
言
う
ま

で
も
な
く
下
間
少
進
は
金
春
流
の
半
玄
人
で
あ
る
。
現
在
、
下
掛
リ
で
は
上
掛
リ
よ
り

一
字
あ
と
で
落
チ
や
下
ゲ
を
謡
う
（
送
リ
下
ゲ
な
ど
と
称
す
る
）
の
で
、
そ
の
傾
向
が

桃
山
時
代
に
す
で
に
見
ら
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
得
る
。
し
か
し
、
現
行
の
下

掛
リ
謡
本
で
も
「
下
」
や
ヲ
チ
を
記
す
文
字
は
上
掛
リ
と
変
わ
ら
な
い

（
六
）。

歌
唱
の
慣

習
上
一
字
あ
と
で
下
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
上
掛
リ
と
同
じ
文
字
で
下
行
す
る
の
が
本

来
の
節
付
ケ
で
あ
る
。
桃
山
時
代
に
は
、
上
音
・
中
音
間
で
上
掛
リ
・
下
掛
リ
を
問
わ

ず
二
段
変
化
を
行
っ
て
い
た
が
、
中
ウ
キ
音
の
代
わ
り
に
上
ウ
キ
音
を
経
過
す
る
進
行

に
変
わ
っ
た
と
き
に
、今
ま
で
中
ウ
キ
を
謡
っ
て
い
た
あ
た
り

4

4

4

に「
下
」と
記
す
様
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
初
期
に
上
ウ
キ
音
を
経
過
す
る
よ
う
変
化
し
て
い
た
と
は
確
定

で
き
な
い
が
、
元
和
卯
月
本
で
は
「
い
な
つ
ま
の
」「
知
ら
す
ら
ん
」「
名
に
あ
る
」「
う

ら
み
な
れ
」「
た
ま
の
名
と
」
で
傍
線
を
引
い
た
ゴ
マ
の
間
に
「
下
」
と
直
シ
を
入
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
検
証
し
た
結
果
、
現
行
の
謡
本
で
「
下
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
中
ウ

キ
音
を
謡
う
よ
う
、
す
な
わ
ち
「
寄
り
藻
か中

ウ
キ

く中

」「
捨
て
草
い
イ中

ウ
キ

た中

づ
ら
に
」「
あ
は

れ中
ウ
キ

に中

消
え
し
」「
忘
ら
れ
ば
こ中

ウ
キ

そ中

」「
今
は
あ
だ
な
れ中

ウ
キ

こ中

れ
」
と
復
元
し
た
。
変
化
を

付
け
る
た
め
に
「
い
つ
ま
で上

中す
み
は
」「
た
も上

中と
か
な
」
で
は
中
ウ
キ
音
を
経
ず
に
直
接

中
音
に
下
行
す
る
よ
う
復
元
し
た
が
、
こ
れ
は
『
塵
芥
抄
』《
呉
服
》
の
「
袖
も
妙
な
る

か
ざ上

中し
か
な
」
に
倣
っ
た
進
行
で
あ
る
。

五　
《
松
風
》
の
フ
シ
の
復
元　

―
二
段
下
ゲ　

中
音
か
ら
下
音
へ　

イ
ロ
の
解

釈
―

　

中
音
か
ら
下
音
へ
下
行
す
る
際
、
現
在
で
は
経
過
音
を
経
ず
に
直
接
下
行
す
る
が
、

か
つ
て
は
下
ノ
中
音
を
経
過
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
「
イ
（
イ
ロ
）」
の
付

い
た
文
字
で
下
ノ
中
音
を
謡
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
説
を
広
瀬
政
次
が
『
節

の
研
究
』（
一
九
五
二
年　

檜
書
店
刊
）
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

　

「
二
段
落
シ
」
は
ツ
ヨ
ク
の
節
の
性
格
を
示
す
為
に
、
最
も
大
切
な
節
で
あ
る
。

ツ
ヨ
ク
の
「
中
」
か
ら
「
下
」
に
さ
が
る
時
に
、
直
接
に
さ
が
ら
な
い
で
、
一
度

必
ず「
下
ノ
中
」の
音
位
に
さ
が
っ
て
か
ら
、更
に「
下
」に
さ
が
る
か
ら
の
名
称
で
、

ツ
ヨ
ク
に
限
ら
れ
て
居
る
。

　

こ
の
節
が
現
在
の
様
な
節
付
記
号
に
な
っ
た
の
は
明
和
改
正
以
後
の
事
で
、
そ

の
以
前
は
「
ク
」
の
記
号
で
示
さ
れ
て
居
る
。
こ
れ
を
「
位
落
シ
」
と
云
っ
た
の

で
あ
る
。「
ク
ラ
ヒ
落
シ
」
は
「
そ
な
へ
きマ

マ

」
に
も

　
　

ク
ナ
レ
バ
七
ノ
音
へ
下
ル

と
あ
っ
て
「
下
ノ
中
」
に
さ
が
る
事
ヲ
示
す
節
で
あ
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
…

中
略
…

　

然
る
に
こ
の
「
位
落
シ
」
が
ヨ
ワ
ク
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
例
が
諸
書
に
見
ら
れ

る
。
…
中
略
…
又
同
じ
例
は
玉
淵
集
（
寛
保
三
年
）
に
も
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
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こ
れ
等
の
節
付
か
ら
考
へ
て
現
在
の
ヨ
ワ
ク
の
と
こ
ろ
に
も「
位
落
シ
」が
あ
っ

た
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
位
落
シ
」
は
ヨ
ワ
ク
の
場
合
は
、
現
行
法

で
は
例
外
な
し
に
皆
「
イ
」
に
変
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　

『
塵
芥
抄
』
の
《
呉
服
》
で
は
末
句
の
フ
シ
を
省
略
し
て
い
る
の
で
、
中
音
・
下
音

間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
下
行
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
現
在
で
は
中
音
ま
で
し
か

下
行
し
な
い
箇
所
だ
が
、「
む宮

羽

徴

々

角

々

商

ウ
ら
さ
き
の
オ
」
で
は
、「
む
」
の
生
み
字
で
中
ウ
キ
音

に
下
行
し
、「
ら
」
の
下
ゲ
ゴ
マ
で
中
音
に
下
行
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
「
き
」
の
下
ゲ
ゴ

マ
で
下
ノ
中
音
に
、「
の
」
の
下
ゲ
ゴ
マ
で
下
音
に
、
順
次
下
行
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
か
つ
て
謡
本
で
は
中
音
・
下
音
間
に
「
下
」

の
直
シ
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
な
か
っ
た
。
上
音
を
示
す
「
ハ
ル
」
や
ク
ル
は
ほ
と
ん
ど
入
っ

て
い
る
が
、
低
音
域
の
フ
シ
は
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
音
高
の
変
化
は

下
ゲ
ゴ
マ
で
対
応
さ
せ
る
か
、
師
匠
か
ら
の
伝
授
の
際
、
謡
本
に
直
シ
を
書
き
込
む
か

た
ち
が
主
流
で
、そ
の
状
況
は
手
沢
本
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も「
中
下
」

な
い
し
「
下
下
」
と
二
段
下
ゲ
を
指
示
し
た
数
少
な
い
例
を
手
沢
本
か
ら
拾
っ
て
み
よ

う
（
七
）。

ま
ず
、「
ま
こ
と
の
友
を
尋
ね
ん
（
百
万
）」
で
は
傍
線
部
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
「
中
」

と
直
シ
が
入
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
句
頭
を
中
音
で
謡
い
出
し
、「
の
」
に
ヲ
チ
が
あ
っ

て
こ
こ
で
下
音
に
い
っ
た
ん
下
行
し
た
あ
と
次
の
「
と
」
で
中
音
に
戻
る
が
、
手
沢
本

に
は
こ
れ
以
外
に
直
シ
が
な
い
の
で
、「
と
」
で
中
音
に
戻
っ
た
の
か
、
下
ノ
中
音
の
ま

ま
推
移
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。「
と
」
は
平
ゴ
マ
な
の
で
両
方
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
だ
が

（
八
）、

現
行
と
同
じ
と
す
れ
ば
、
現
在
下
音
ま
で
下
行
す
る
ヲ
チ
で
、
下
音
の

代
わ
り
に
下
ノ
中
音
を
謡
い
、
中
音
に
戻
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
広
瀬
が
問
題
と

し
た
「
イ
」
は
大
成
版
で
は
「
ま
こ
と
」
の
傍
線
部
に
付
い
て
い
る
。「
還
幸
な
し
奉
る

（
清
経
）」
の
傍
線
部
分
は
マ
ワ
シ
で
「
中
」
と
直
シ
が
あ
る
（
資
料
７
）。
現
在
で
は
こ

こ
も
下
ゲ
で
下
音
に
下
行
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
桃
山
時
代
に
は
ま
ず
「
る
」
で
下
ノ
中

音
に
下
行
し
、
お
そ
ら
く
次
の
「
あ
わ
れ
」
冒
頭
の
下
ゲ
ゴ
マ
で
下
音
に
下
行
し
た
の

だ
ろ
う
。
マ
ワ
シ
の
「
中
」
以
外
に
直
シ
は
な
い
。
大
成
版
及
び
明
和
改
正
謡
本
で
は

「
イ
」
は
「
る
」
の
前
の
「
つ
」
に
付
い
て
い
る
。「
御
経
を
も
読
み
と
む
ら
ひ
給
は
ば
（
定

家
）」
で
は
、
傍
線
部
分
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
、
二
字
と
も
に
「
下
」
と
直
シ
が
入
っ
て
い

る
（
資
料
８
）。
お
そ
ら
く
「
ら
」
で
下
ノ
中
音
に
、「
ひ
」
で
下
音
に
下
行
し
た
の
だ

ろ
う
。
現
行
で
は
ほ
と
ん
ど
の
流
儀
が
中
音
の
ま
ま
推
移
す
る
箇
所
で
、
大
成
版
で
は

「
ひ
」
に
「
ア
」
と
付
し
て
い
る
が
、「
イ
」
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
は
明
和
改
正
謡
本

も
同
様
で
あ
る
。宝
生
流
の
み
が
ツ
ヨ
吟
と
交
錯
す
る
節
付
ケ
で
、「
ら
」に
ツ
キ
節
、「
ひ
」

に
下
行
記
号
を
付
し
て
お
り
、
手
沢
本
と
一
致
す
る
の
が
興
味
深
い
。「
立
ち
重
な
れ
る

夜
ハ
な
れ
は
（
蟻
通
）」
は
傍
線
部
分
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
「
中
・
下
」
と
直
シ
が
あ
る
（
資

料
９
）。「
な
」
で
下
ノ
中
音
、「
れ
」
で
下
音
に
下
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
成
版
で
は

「
れ
」
に
下
ゲ
が
あ
り
、
そ
の
前
の
「
ハ
」
に
「
イ
」
が
付
し
て
い
る
。「
ひ
か
ん
と
す

る
に
（
千
手
）」
は
傍
線
部
分
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
、「
中
・
下
」
と
直
シ
が
入
っ
て
い
る
。「
る
」

で
下
ノ
中
音
、「
に
」
で
下
音
に
下
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
宝
生
流
、
及
び
下
掛

リ
は
「
に
」
で
下
行
し
、
そ
の
前
の
「
る
」
に
ア
タ
リ
（
観
世
流
の
イ
ロ
に
相
当
）
を

付
け
て
い
る
が
、
大
成
版
及
び
明
和
改
正
謡
本
で
は
「
と
」
に
下
ゲ
が
あ
り
、「
ん
」
に

イ
と
付
し
て
い
る
。現
在
は
ツ
ヨ
吟
で
謡
う
箇
所
だ
が
、「
紅
葉
葉
の
。た
つ
た
の（
竜
田
）」

は
傍
線
部
分
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
、「
中
・
下
」
と
直
シ
が
あ
る
。
現
行
で
は
「
つ
」
に
下
ノ

中
、「
た
」
に
「
下
」
と
あ
る
の
で
手
沢
本
の
方
が
一
字
あ
と
に
下
行
し
た
こ
と
に
な
ろ

う
。「
書
い
た
る
文
の
う
ら
め
し
さ
よ
（
柏
崎
）」
で
は
、傍
線
部
分
が
下
ゲ
ゴ
マ
で
、「
中

下
」
と
直
シ
が
入
っ
て
い
る
。
大
成
版
で
は
「
め
」
に
下
ゲ
が
あ
り
、「
う
」
に
ア
、「
ら
」

に
イ
と
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
和
改
正
謡
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　

実
際
、「
イ
」
の
付
い
た
ゴ
マ
で
下
ノ
中
音
を
謡
っ
て
い
た
の
は
《
柏
崎
》
の
み
で
、

む
し
ろ「
イ
」の
次
の
ゴ
マ
で
下
ノ
中
音
に
下
行
す
る
例
が
多
い
よ
う
だ
。
謡
本
に「
イ
」

と
付
す
よ
う
に
な
る
の
は
明
和
改
正
本
以
降
だ
が
、
イ
ロ
に
つ
い
て
京
観
世
岩
井
家
四

代
当
主
岩
井
直
恒
（
享
和
二
年
一
八
〇
二　

七
十
五
歳
で
没
）
は
『
あ
や
は
と
り
』
の

序
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

他
家
ノ
朱
譜
ニ
ハ
胡
麻
章
ノ
傍
ニ 

イ 

文
字
ヲ
印
テ
覚
ユ
レ
ト
モ
、
大
方
六
ノ
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所
（
引
用
者
注　

中
音
）
ノ
下
章
ノ
八
（
引
用
者
注　

下
音
）
へ
下
ズ
、
中
サ
ゲ

の
印
ト
ミ
ヘ
テ
、
イ
ロ
エ
ル
章
ニ 

イ 

文
字
ヲ
印
タ
ル
所
ハ
マ
レ
ナ
リ　

　

「
イ
」
を
中
下
ゲ
の
記
号
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
が
、
本
来
は
イ
ロ
、
つ
ま
り
ア
ヤ

を
付
け
て
謡
う
記
号
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
イ
」
を
付
す
箇
所
を
列
挙
し
た
中

に
　

四
（
引
用
者
注　

上
音
）
ヨ
リ
六
（
引
用
者
注　

中
音
）
へ
下
ル
三
字
前
ノ
章
、
イ 

ナ
リ

　

六
（
引
用
者
注　

中
音
）
ヨ
リ
八
（
引
用
者
注　

下
音
）
へ
下
ル
前
ノ
章
、
イ 

ナ
リ　

但
シ
、
下
ル
章
ノ
三
字
前
ニ
下
章
ア
レ
バ
、
下
章 

イ 

ニ
テ
、
八
ヘ
下
ル　

前
ノ

章
ニ 

イ 

ヲ
付
ヌ
ナ
リ　

同
三
字
前
ニ
フ
リ
章
ア
レ
バ　

フ
リ
章 

イ 

ニ
テ　

八
へ

下
ル
前
ノ
章
ニ 

イ 

ヲ
付
ヌ
ナ
リ

と
書
か
れ
て
い
る
。
四
か
ら
六
へ
の
下
行
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
六
か
ら
八
へ
下
行

す
る
、
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
時
期
に
は
ヨ
ワ
吟
で
下
ノ
中
音
を
経
過
す
る
謡
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
下
行
直
前
の
章
（
ゴ
マ
）
に
「
イ
」
を
付
け
る
が
、
下
行

す
る
三
字
前
に
下
章
（
下
ゲ
ゴ
マ
）
や
フ
リ
章
が
あ
れ
ば
そ
の
下
ゲ
ゴ
マ
・
フ
リ
に
「
イ
」

を
付
け
て
直
前
の
ゴ
マ
に
は
「
イ
」
を
付
け
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。
必
ず
直
前
の
ゴ

マ
に
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
か
つ
て
そ
の
章
で
下
ノ
中
音
を
謡
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い

が
、
三
字
前
、
と
な
る
と
事
情
は
異
な
る
。
手
沢
本
で
は
、
現
在
「
下
」
と
あ
る
と
こ

ろ
で
「
下
ノ
中
音
」
を
謡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
イ
」
は
下
ノ
中
音
へ
下
行
す
る

前
の
章
に
付
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
イ
」
は
下
行
の
記
号
で
は
な
く
、
下

行
す
る
前
に
イ
ロ
（
ア
ヤ
）
を
謡
う
記
号
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
上
音
か
ら
中
音
へ
の
下
行
で
も
同
じ
で
あ
る
。
先
に
例
に
出
し
た

手
沢
本
の
五
曲
、「
い
な
つ中

下ま
の
」「
名
に
あ中

下る
」「
た
ま
の中

下名
と
」
の
傍
線
部
分
に
大
成

版
で
は
「
イ
」
が
付
し
て
あ
る
。
上
掛
リ
下
掛
リ
の
資
料
を
混
在
さ
せ
て
の
考
察
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、「
イ
」
で
中
ウ
キ
音
に
下
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。『
あ
や
は
と
り
』

で
は
下
行
の
み
な
ら
ず
「
四
ヨ
リ
二
へ
上
ル
章 

イ 

ナ
リ
」「
六
ヨ
リ
一
字
四
ヘ
上
ル
章　

 

イ 

ナ
リ
」
と
も
記
し
て
い
る
。
現
行
の
謡
本
で
は
「
イ
」
字
は
付
け
な
い
箇
所
だ
が
、

イ
ロ
、
ア
ヤ
を
謡
う
記
号
だ
か
ら
こ
そ
フ
シ
の
上
下
行
に
関
わ
ら
ず
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

広
瀬
は
、「
位
落
シ
」
の
記
号
「
ク
」
が
後
に
「
イ
」
に
変
化
し
た
、
と
も
述
べ
て
お

り
、
そ
の
例
証
と
し
て
『
音
曲
玉
淵
集
』
を
あ
げ
て
い
る
。
巻
五
の
冒
頭
「
落
ス
ふ
し

の
事
（
資
料
10
）」「
下
ル
ふ
し
の
事
（
資
料
11
）」
の
二
箇
所
に
位
落
シ
の
例
が
あ
が
っ

て
い
る
の
だ
が
、
前
者
で
は
、「
落
ス
前
ノ
す
ぐ
成
章
ヲ
陰
息
に
諷
ふ
へ
し　

則
半
分
下

ル
心
に
て
階
也　

是
ヲ
く
ら
ゐ
と
い
ふ
」
と
記
し
、
複
数
続
く
下
ゲ
ゴ
マ
前
の
平
ゴ
マ

に
「
ク
」
と
直
シ
が
入
っ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
『
玉
淵
集
』
が
例
に
挙
げ
た
「
立
重
れ

る
夜
半
な
れ
は
（
蟻
通
）」
は
手
沢
本
で
も
直
シ
の
入
っ
て
い
る
箇
所
だ
が
、「
ク
」
の

記
さ
れ
た
傍
線
部
分
は
、
手
沢
本
な
ら
ば
「
中
」
に
下
行
す
る
前
の
章
で
あ
る
。
平
ゴ

マ
に
「
ク
」
と
あ
る
上
、「
落
ス
前
」
と
断
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
他
の
曲
も
「
ク
」
の

後
の
章
で
音
位
を
下
行
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
の
「
下
ル
フ
シ
」
で

は
下
ゲ
ゴ
マ
に
「
ク
」
と
記
し
、「
く
ら
ゐ
さ
げ
ト
ハ
息
斗
さ
く
る
也
」
と
記
し
て
い
る
。

同
じ
「
位
落
シ
」
で
も
現
在
で
は
「
ク
」
の
付
い
た
下
ゲ
ゴ
マ
で
音
位
を
下
げ
て
い
る

か
ら
、
下
ゲ
ゴ
マ
と
平
ゴ
マ
で
は
謡
い
方
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《
松
風
》
の
復
曲
部
分
を
大
成
版
で
確
認
す
る
と
、
す
べ
て
平
ゴ
マ
に
「
イ
」
が
付
い
て

い
た
の
で
、基
本
的
に
「
イ
」
の
位
置
で
下
行
さ
せ
ず
、「
へ
が
ア
た
く
み
ゆ中

ウ下
ノ
中

る下

」「
で

じ
お
を
い中

ざ下
ノ
中

や下

」「
く
ち
ま
さ
り中

ゆ下
ノ
中

く下

」「
み
と
せ
は
こ中

こ下
ノ
中

に下

」「
み
や
こ
へ
の
ぼ中

り
下
ノ
中

た下

ま
ひ
」「
お
ん
た
て
え中

ぼ下
ノ
中

し下

」「
は
す
ゑ中

に下
ノ
中

む下

す
ぶ
」
と
復
元
し
た
。

六　
《
松
風
》
の
フ
シ
の
復
元　

―
サ
シ
―

　

［
サ
シ
］
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
、
サ
シ
音
階
の
有
無
で
あ
る
。
サ
シ
音
階

は
ヨ
ワ
音
階
の
一
種
で
、
上
音
が
通
常
の
ヨ
ワ
音
階
よ
り
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
ヨ
ワ
音
階
で
は
上
音
と
中
音
の
音
程
は
完
全
四
度
で
あ
る
が
、
サ
シ
音
階
で
は

そ
れ
よ
り
も
音
程
が
狭
く
短
三
度
に
な
る
。
ヨ
ワ
音
階
の
上
音
と
中
ウ
キ
音
の
音
程
が
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短
三
度
だ
が
、
上
音
か
ら
中
ウ
キ
音
を
経
て
中
音
に
下
行
し
て
い
た
桃
山
時
代
に
、
上

音
と
中
ウ
キ
音
の
間
を
短
三
度
よ
り
さ
ら
に
狭
く
謡
っ
た
だ
ろ
う
か
。
謡
っ
た
と
し
て

も
旋
律
と
し
て
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
。『
塵
芥
抄
』
に
は
［
サ
シ
］
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
記
述
が
な
く
、
手
沢
本
で
も
下
ゲ
ゴ
マ
に
「
下
」
と
記
す
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
例
外
的
に
「
読
誦
し
た
ま中

う
は
（
定
家
）」
の
傍
線
部
分
を
下
ゴ
マ
に
し
て

「
ま
」
に
「
中
」
と
直
シ
を
入
れ
て
い
る
が
、同
じ
よ
う
な
フ
シ
を
謡
う
《
清
経
》
で
、「
か

た
み
な
れ
と
も
」
の
傍
線
部
分
に
は
「
下
」
と
直
シ
が
入
っ
て
い
る
。
き
っ
ち
り
し
た

根
拠
は
な
い
の
だ
が
、
ツ
ヨ
吟
音
階
す
ら
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
サ
シ
上
音

だ
け
少
し
低
く
謡
う
サ
シ
音
階
が
あ
っ
た
と
は
想
定
し
に
く
い
。
今
回
、［
サ
シ
は
］
通

常
の
ヨ
ワ
音
階
で
謡
う
こ
と
と
し
た
。

　

手
沢
本
で
は
、［
サ
シ
］
な
ど
は
ゴ
マ
の
向
き
に
応
じ
て
細
か
く
五
声
が
付
さ
れ
て
お

り
、
音
高
を
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

（
九
）。

そ
れ
に
倣
っ
た
た
め
、［
サ

シ
］
の
節
付
ケ
は
細
か
く
な
っ
た
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
が
、
句
末
の
謡
い
方
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
句
末
の
下
ゲ
ゴ
マ
で

サ
シ
音
階
特
有
の
オ
ト
シ
（
少
し
上
行
し
て
か
ら
元
の
音
高
に
戻
す
）
を
謡
う
。
句
末

に
下
ゲ
ゴ
マ
が
二
字
分
あ
れ
ば
二
字
オ
ト
シ
、
三
字
分
あ
れ
ば
三
字
オ
ト
シ
と
称
す
る

が
、
オ
ト
シ
を
謡
う
文
字
が
最
初
の
下
ゲ
ゴ
マ
に
な
る
以
外
に
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。

底
本
を
見
る
と
、
句
末
二
字
前
は
下
ゲ
ゴ
マ
に
な
っ
て
い
て
も
、
句
末
は
平
ゴ
マ
に
戻
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
下
ゲ
ゴ
マ
の
意
味
を
正
確
に
あ
ら
わ
せ
ば
二
字
目
で
少
し
下
行

し
て
か
ら
句
末
で
音
高
を
戻
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、現
在
で
も
金
春
流
で
お
こ
な
っ

て
い
る
謡
い
方
だ
が
、
桃
山
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
謡
い
方
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
回

は
観
世
流
の
役
者
に
歌
唱
を
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
り
、
句
末
で
戻
さ
ず
、
句
末
も
下
行

し
た
ま
ま
謡
う
こ
と
と
し
た
。

終
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
を
経
て
、
復
元
は
完
成
し
た
。
資
料
12
に
、
当
日
の
復
元
旋
律
を
掲
載

し
た
。
桃
山
時
代
の
フ
シ
の
復
元
は
二
〇
〇
二
年
十
一
月
に
横
浜
能
楽
堂
で
上
演
し
た

「
秀
吉
が
見
た
『
卒
都
婆
小
町
』
―
現
代
に
よ
み
が
え
る
四
〇
〇
年
前
の
能
―
」（

十
）

以

来
の
試
み
で
あ
る
。
ゴ
マ
の
向
き
に
従
っ
て
細
か
く
音
高
を
変
化
さ
せ
た
た
め
当
時
の

ア
ク
セ
ン
ト
を
か
な
り
生
か
し
た
節
付
ケ
と
な
っ
た
が
、
現
役
の
能
楽
師
に
と
っ
て
演

唱
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。味
方
玄
師
に
は
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
が
、当
日
、

桃
山
の
謡
の
あ
と
で
現
行
の
《
松
風
》
の
謡
も
謡
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
フ
シ
の

変
遷
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
た

い
。

【
注
】

（
一
）
全
体
の
タ
イ
ト
ル
は
「
邦
楽
の
旋
律
と
ア
ク
セ
ン
ト
─
中
世
か
ら
近
世
へ
─
」。

高
桑
の
講
演
タ
イ
ト
ル
は
「
明
治
以
前
の
謡
と
ア
ク
セ
ン
ト
」、
坂
本
清
恵
の
タ
イ

ト
ル
は
「
近
世
邦
楽
と
ア
ク
セ
ン
ト
」。
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
、
東
京
国

立
博
物
館
平
成
館
で
行
わ
れ
た
。

（
二
）
高
桑
い
づ
み
「
下
ゲ
ゴ
マ
試
論
」『
能
と
狂
言
』
十　

能
楽
学
会
編　

二
〇
一
二

年
五
月
（『
能
・
狂
言　

謡
の
変
遷
』　

檜
書
店　

二
〇
一
五
年
刊
に
再
録
）

（
三
）『
観
世
』
に
連
載
し
た
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
で
は
「
年
紀
は
本
文
と
墨
色
や

書
風
が
同
一
で
あ
る
が
、
署
名
の
部
分
は
若
干
墨
色
が
異
な
る
。
従
っ
て
、
六
世

の
観
世
大
夫
元
広
が
本
文
を
も
書
写
し
た
の
か
、
節
付
の
み
を
施
し
た
の
か
は
明

確
で
は
な
い
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
四
）
注
Ⅱ
の
「
下
ゲ
ゴ
マ
試
論
」
に
基
づ
く
。

（
五
）
注
Ⅱ
の
「
下
ゲ
ゴ
マ
試
論
」
に
基
づ
く
。

（
六
）戦
後
版
の
金
春
流
は
、実
際
に
下
行
す
る
文
字
に「
下
」を
記
す
様
変
更
し
て
い
る
。
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（
七
）
手
沢
本
で
は
、
中
音
・
下
音
間
の
下
行
に
は
中
下
と
下
下
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で

現
れ
る
。
本
論
で
は
、
両
者
を
区
別
せ
ず
、
最
初
の
中
な
い
し
下
で
下
ノ
中
音
に

下
行
す
る
指
示
と
判
断
し
た
。

（
八
）
注
Ⅱ
の
「
下
ゲ
ゴ
マ
試
論
」
で
下
ゲ
ゴ
マ
の
用
途
が
複
数
あ
る
と
言
及
し
た
。

（
九
）
補
注
２
の
論
考
に
よ
る

（
十
）
横
浜
能
楽
堂
企
画
公
演
で
、
シ
テ
山
本
順
之
ほ
か
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
。

 
  

 
 

 
 

 
     

 
 

 

 

       
 

 

 
    

 
 

 
 

    
 

 
  

 

 

 

 

 
 

 
 

       
    

 

  

資
料
１　
《
呉
服
》　

五
声
・
ア
ク
セ
ン
ト
・
ゴ
マ
比
較
譜
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資
料
２ 

松
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The Relationship between Accent in the Muromachi Era
and the Melody of Noh Chant

as Verified in the Process of Reproducing “Matsukaze”

Takakuwa  Izumi

　　The theme of the 10th Open Lecture of the Department of Intangible Cultural Heritage was the 

relationship between the accent of the lyrics and the melody of traditional Japanese songs. In the 

lecture, the present author reproduced the melody of a noh chant in the Momoyama era and 

requested a noh player to sing the old melody in order to verify to what extent the melody of the 

chant reflects the accent of the Muromachi era. 

　　There are many music scores of “Matsukaze” dating to the Momoyama era that remain today. 

In Jinkaisho , a writing of the Momoyama era that was used as reference in making the 

reproduction, the melody of a noh chant is expressed by means of scale terminology used in gagaku 

in addition to the usual goma (sesame)-shaped marks placed on the side of the lyrics. A study of this 

example indicated that the direction of the goma and the transition in the scale correspond, that 

when the goma mark falls to the right the melody also falls. So, in order to reproduce “Matsukaze,” 

the marks found in music scores of noh chants were studied. 

　　As a result, it was found that in comparatively many cases the melody follows the accent to a 

great extent. It was also found that in the case of homonyms, the melody is changed according to 

the accent so that it is possible to distinguish the meaning. For example, the word for “night” and 

that for “to approach” both have the same sound “yoru,” but their accents differ. This difference in 

meaning was expressed by following the difference in accent. Such distinction, however, is not made 

today.

　　The progression of notes in noh chant of the Momoyama era is also different from that of today. 

According to HIROSE Masaji, the supplementary mark イ attached to the goma mark indicates 

intermediary notes on a scale which were chanted then but are not today. But that theory, too, has 

been proven not correct in the process of reproducing “Matsukaze.” The progression of notes in the 

reproduced melody became more detailed than that of noh chant today which do not necessarily 

follow the accent of spoken Japanese. However, the author thinks that by being released from the 

restrictions of the accent of a given time, noh has become a more universally accepted genre of 

performing arts. 
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室町時代のアクセント推定の方法
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